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4_移築の可能性と社会的意義_まとめにかえて

・様々な理由による移築

古代： 遷都や所有者の寄進など
中世： 部材の転用など
近世： 建物の下賜など
近代： 個人の蒐集趣味や災害など
現代： 文化財的価値のある建物の保存や土地の開発など

→「移築」によって建物は新たな生を獲得
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・この度の復原整備プロジェクトは２度の移築を経て、創建時の場所に戻る
極めて稀で恵まれたもの

・荻外荘を地域の文化資源として、大切に維持管理しながら活用していく
ことが「移築」の可能性を広げ、社会的意義を獲得していくことになる
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4建物のしあわせはそれに関わる人々とのしあわせと大きく関係している
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